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☆★活動報告★☆ 

8 月 23 日 ROBA8 月例会 

     第 3回 CFD 実行委員会 

    人と環境にやさしい全国大会実行委員会 

 24 日 福井市自転車利用環境整備計画推進会議 

9 月 1日～30 日 モビリティマンスふくい 2016 

 19 日～26 日 モビリティウィークふくい 2016 

 13 日 人と環境にやさしい全国大会実行委員会 

 20 日 ROBA9 月例会 第 4回 CFD 実行委員会 

 

☆★今後の予定★☆ 

9 月 22 日（木）カーフリーデーふくい 2016 

10 月 18 日（火）  ROBA10 月例会 

     人と環境にやさしい全国大会実行委員会 

     21 日（金） MM 学習推進事業（湊小学校） 

  

 

 
 
ゆうじんの部屋 書籍紹介     鉄道は誰のものか  上岡 直見 緑風出版                

鉄道の優位性は、環境負荷の小ささだと思っていたが、超ローカル線で乗客が１０人とかになるとさすがに旗

色が悪い。しかし、そこは福祉などの観点からも鉄道の必要性を解き明かしている。 

ただ、それなりの距離の鉄道分担率を高めることの社会的便益の部分と、都市内の高齢者の自立のための

公共交通をもう少し整理しないと実践には役立たないかなと思った。でも、鉄道まちづくりを進めたい方には大

いにお勧めする本です。                   

  静岡市会員  美濃部 雄人 Minobe Yujin 

                                              

 

  

撮影／林照 20160911／桜木図書館 モビリティマンスふくい2016（9月 1－30日） 

カーフリーデー福井２０１６ 20160922 
モビリティウィークふくい２０１６ 20160919～0926 



 



 



 



 



「平成28 年度 自転車ネットワーク形成に向けた勉強会」に参加して 

 
吉村朋矩・脇本幹雄 

 
平成 28 年 9 月 17 日（土）13:30～16:30、金沢市武蔵町の「ビジネスプラザ武蔵」に
て開催された表記勉強会に ROBAから吉村と脇本が参加しました。この勉強会は、国土交
通省 金沢河川国道事務所、石川県 道路整備課、金沢市 歩ける環境推進課が共同で事務局
となり、安全で楽しい自転車まちづくりをめざす官民学連携の「金沢自転車ネットワーク

協議会」が開催したものです。プログラムは、以下の通りです。 
 
１）開会挨拶 
・金沢大学 教授 髙山 純一（金沢自転車ネットワーク協議会会長） 
・国土交通省金沢河川国道事務所 事務所長 富山 英範 
２）【第一部】基調講演・金沢での取組報告 
（１）基調講演：「自転車利用環境向上の展開と利用促進に向けて」 
講師：徳島大学 教授 山中 英生 
（２）金沢での取組報告 
・浅野川大橋周辺における安全な通行空間創出に向けた取組について 
発表者：国土交通省金沢河川国道事務所調査第二課 交通対策係長 笹原 有紀 
・一般県道倉部金沢線における自転車通行空間整備の取組について 
発表者：石川県県央土木総合事務所維持管理課 技師 中西 優貴 
・まちのりでまち巡り 
発表者：金沢市都市政策局交通政策部歩ける環境推進課 主査 八幡 佑果 
３）【第二部】ラウンドテーブル「テーマ：安全で楽しい自転車まちづくり」 
・進行：北陸大学 名誉教授 三国 千秋（金沢自転車ネットワーク協議会委員） 
・なぜ温泉ライダーを開催するのか 
発表者：加賀まれびと交流協議会 副会長 新木 洋満 
・観光地でのレンタサイクルについて 
発表者：和倉温泉観光協会 総務・企画 山口 務 
・新たな自転車安全利用教育プログラム策定に向けた取組 
発表者：NPO 自転車活用推進研究会 理事 藤本 典昭 
・いしかわ里山里海サイクリングルート整備事業について 
発表者：石川県土木部道路整備課 専門員 佐野 司行 
・ラウンドテーブルによる質疑 
４）閉会：北陸大学 名誉教授 三国 千秋（金沢自転車ネットワーク協議会委員） 
 



 第一部、基調講演での特筆事

項としては、自転車が歩道・車

道問わず双方向に通行するのは、

大変危険であるとともに交差点

での処理が非常に難しいため、

左側一方向による安全性向上を

めざすべきであると強調された

ことでした。この原因として、

自動車運転者から双方向を同時

に確認することの難しさがあり、

どちらかに注意が偏る危険性を

示されました。最近では一方向

の安全性が実証されつつあるとのことでした。また、金沢市での自転車走行通行帯などの

自転車利用環境の向上の取り組みについての効果分析があり、左側通行へのシフトが事故

件数の減少につながっていることが示されました。さらに、世界的流行になりつつある「サ

イクル・ツーリズム」を日本各地で展開することで、海外客を誘致しようとの提案もあり

ました。 
 これに続く各報告では、基調講演の内容を裏付ける報告が相次ぎ、各種取り組みの効果

が実証されつつあることが分かりました。 
 

 第二部として、短いプレゼン

の後に、本勉強会から取り入れ

られた新たな方式「ラウンドテ

ーブル」によって、各テーブル

で個別の質疑応答が行われま

した。1人当たり 3つの取組み
報告にまわる予定でしたが、全

てのテーブル（取組み報告）で

より踏み込んだ熱い議論が展

開されたため、時間の都合上 1
人当たり 2 つのテーブルに減
らされての終了となりました。

その続きは、勉強会後の懇親会で熱くそれぞれが語り合いました。 
なお、福井県からは、ROBA のほかに、大野市役所の自転車政策の担当者も参加されて
いました。これからは、県や他の市町からの参加も期待したいところです。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みゆきちゃんのおでかけ日記 Part22 

出来たての京都鉄道博物館を見学 

福井県内では「京都鉄道博物館」のテレビ CMが時折り流れています

が、その鉄道博物館に行ってきました。 

 

毎年恒例の「婦人会の旅（研修旅行）」。京福バスのハッ

ピーツアーで出かけます。 

バスツアーのバッジですが、【ワッペン配布（もらえる）

→ワッペン回収（ツアー終了後に返却）→ステッカー】と、

マイナーチェンジをしています。「あら、今年はシールなん

や」と馴染客風の声がバスの中から聞こえて来ます。 

さて鉄道博物館ですが、激暑・場所により混雑・ほぼ親子という雰囲気

の中、グイグイ割り込むこともできませんでしたが、限りある時間を思い

っきり使って楽しみました。 

入口を入ると、激暑を忘れさせるかのように、私の好きな 500 系新幹線

が出迎えてくれたにも関わらず……、すでに単独行動になっていた私に

は、２ショットを撮ってくれる人は見当たらず (=▽=;)残念な結果です。 

順調に見学を続け、ふと気づくと、たくさんの車両が笑っているように

見えて、色んな角度から車両を見渡し、「やっぱり笑っている」と、確信

したのです。（←キレイに磨かれ皆に見てもらえて嬉しそうに見えた。） 

この鉄道博物館、子鉄以外にも楽しめる仕掛けがありました。同伴する

高齢者の方も楽しめるように、昭和を切取った展示、トロリーバスにボン

ネットバス、そしてミゼット。「あら～懐かしいのぉ」と声が聞こえてき

ました。 

さあ見学も終盤、お土産を見ようと思いビックリ！入場制限がかけられ

ていまして、見る事も買う事もできずに、残念ながら次のツアー地に向か

いました。 

 

 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

作／漆嵜 耕次 

編集後記 ・・・編集委員より一言 

 内田（発行責任者） 

「季節は忘れることなく、今年も夏から秋に変わるので

すね！うっかり、忘れることもなく・・・・。」 

林(変集長) 

「我が家のゴーヤは豊作でした。初めてゴーヤの佃煮も

作ってみました。案外？おいしくできました」 

mailto:roba@mbh.nifty.com
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